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○健全地形モデルにおける日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースは以下のとおりである。

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

健全地形モデルにおける日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース(1/4)

※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

一部修正(R3/9/3審査会合)

区分 評価値 地形モデル 断層パラメータの概要

防潮堤前面

(上昇側)
10.20m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

３号炉取水口

(上昇側)
8.50m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

１，２号炉取水口

(上昇側)
8.63m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

放水口

(上昇側)
9.20m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

３号炉取水口

(下降側)
9.11m 健全地形モデル

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

「貯留堰を下回る継続時間」 558s 健全地形モデル

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

「パルスを考慮しない時間」 558s 健全地形モデル

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

数値シミュレーション結果一覧
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防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

健全地形モデルにおける日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース(2/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※水位時刻歴波形は水位変動量が最大となる地点から抽出している。
※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

一部修正(R3/9/3審査会合)
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放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース

最
大
水
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昇
量
分
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大
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量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

健全地形モデルにおける日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース(3/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※水位時刻歴波形は水位変動量が最大となる地点から抽出している。
※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

一部修正(R3/9/3審査会合)
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「貯留堰を下回る継続時間」最大ケース 「パルスを考慮しない時間」最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

健全地形モデルにおける日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース(4/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m
aa

開始水位(m): 0.06661→-0.14 開始水位(m): 0.06661→-0.14

パルスを考慮しない時間(a):558s貯留堰を下回る継続時間(a):558s

閾値：T.P.-3.00m

３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m

※水位時刻歴波形はP154に示す地点から抽出している。
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル①における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (1/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

○防波堤の損傷を考慮した地形モデル①における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースは以下のと
おりである。

※健全地形モデルにおける最大ケースと異なる断層パラメータを朱書きで示している。

一部修正(R3/9/3審査会合)

※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7，オレンジハッチングは断層パターン1の波源モデルである。

区分 評価値 地形モデル 断層パラメータの概要

防潮堤前面

(上昇側)
11.16m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

３号炉取水口

(上昇側)
9.37m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：1

・波源位置：くの字モデル(西へ移動)

・断層面上縁深さ：1km

１，２号炉取水口

(上昇側)
10.35m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

放水口

(上昇側)
8.72m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

３号炉取水口

(下降側)
11.25m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

「貯留堰を下回る継続時間」 290s
防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：矩形モデル(基準)

・断層面上縁深さ：5km

「パルスを考慮しない時間」 456s
防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

(北防波堤なし-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：矩形モデル(基準)

・断層面上縁深さ：5km

数値シミュレーション結果一覧
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防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (2/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※水位時刻歴波形は水位変動量が最大となる地点から抽出している。

一部修正(R3/9/3審査会合)

※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7，オレンジハッチングは断層パターン1の波源モデルである。
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放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
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水
位
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降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (3/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

一部修正(R3/9/3審査会合)

※水位時刻歴波形は水位変動量が最大となる地点から抽出している。
※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7，オレンジハッチングは断層パターン1の波源モデルである。
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「貯留堰を下回る継続時間」最大ケース 「パルスを考慮しない時間」最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (4/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7，オレンジハッチングは断層パターン1の波源モデルである。

a ba b

開始水位(m): 0.08708→-0.14 開始水位(m): 0.08708→-0.14

パルスを考慮しない時間(a+b):456s貯留堰を下回る継続時間(b):290s

閾値：T.P.-3.00m

３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m

※水位時刻歴波形はP154に示す地点から抽出している。
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル②における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (1/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

○防波堤の損傷を考慮した地形モデル②における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースは以下のと
おりである。

※健全地形モデルにおける最大ケースと異なる断層パラメータを朱書きで示している。
※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

一部修正(R3/9/3審査会合)

区分 評価値 地形モデル 断層パラメータの概要

防潮堤前面

(上昇側)
11.89m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

３号炉取水口

(上昇側)
9.50m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

１，２号炉取水口

(上昇側)
10.55m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

放水口

(上昇側)
9.17m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

３号炉取水口

(下降側)
10.61m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

「貯留堰を下回る継続時間」 499s
防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：cf c固定 f南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

「パルスを考慮しない時間」 499s
防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

(北防波堤あり-南防波堤なし)

・アスペリティ位置：cf c固定 f南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

数値シミュレーション結果一覧
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防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (2/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※水位時刻歴波形は水位変動量が最大となる地点から抽出している。
※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

一部修正(R3/9/3審査会合)
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放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (3/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※水位時刻歴波形は水位変動量が最大となる地点から抽出している。
※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

一部修正(R3/9/3審査会合)
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「貯留堰を下回る継続時間」最大ケース 「パルスを考慮しない時間」最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (4/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

aa

開始水位(m): 0.07289→-0.14 開始水位(m): 0.07289→-0.14

パルスを考慮しない時間(a):499s貯留堰を下回る継続時間(a):499s

閾値：T.P.-3.00m

３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m

※水位時刻歴波形はP154に示す地点から抽出している。
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防波堤の損傷を考慮した地形モデル③における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (1/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

○防波堤の損傷を考慮した地形モデル③における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースは以下のと
おりである。

※健全地形モデルにおける最大ケースと異なる断層パラメータを朱書きで示している。
※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

一部修正(R3/9/3審査会合)

区分 評価値 地形モデル 断層パラメータの概要

防潮堤前面

(上昇側)
10.71m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：1km

３号炉取水口

(上昇側)
9.02m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：4km

１，２号炉取水口

(上昇側)
9.66m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

放水口

(上昇側)
8.92m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

３号炉取水口

(下降側)
11.22m

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：3km

「貯留堰を下回る継続時間」 255s
防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

(北防波堤なし-南防波堤あり)

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

「パルスを考慮しない時間」 313s
防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

(北防波堤なし-南防波堤あり)

・アスペリティ位置：ce c固定 e南へ30km

・断層パターン：6

・波源位置：矩形モデル(基準)

・断層面上縁深さ：5km

数値シミュレーション結果一覧
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防潮堤前面(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(上昇側)最大ケース １，２号炉取水口(上昇側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (2/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※水位時刻歴波形は水位変動量が最大となる地点から抽出している。
※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

一部修正(R3/9/3審査会合)
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放水口(上昇側)最大ケース ３号炉取水口(下降側)最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (3/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※水位時刻歴波形は水位変動量が最大となる地点から抽出している。
※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

一部修正(R3/9/3審査会合)
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「貯留堰を下回る継続時間」最大ケース 「パルスを考慮しない時間」最大ケース

最
大
水
位
上
昇
量
分
布
・最
大
水
位
下
降
量
分
布

水
位
時
刻
歴
波
形

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③における日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース (4/4)

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7の波源モデルである。

a b

パルスを考慮しない時間(a+b):313s

a
b

c

貯留堰を下回る継続時間(a):255s

開始水位(m): 0.04871→-0.14 開始水位(m): 0.08147→-0.14

３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m３号炉貯留堰天端高さ：T.P.-4.00m

閾値：T.P.-3.00m

※水位時刻歴波形はP154に示す地点から抽出している。
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○各地形モデルにおける日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースは以下のとおりである。

【日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース一覧】

まとめ

２．６ 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース

※健全地形モデルにおける最大ケースと異なる断層パラメータを朱書きで示している。

一部修正(R3/9/3審査会合)

※緑ハッチングは断層パターン6，青ハッチングは断層パターン7，オレンジハッチングは断層パターン1の波源モデルである。

区分

健全地形モデル

(北防波堤あり-南防波堤あり)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①

(北防波堤なし-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②

(北防波堤あり-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③

(北防波堤なし-南防波堤あり)

評価値 断層パラメータの概要 評価値 断層パラメータの概要 評価値 断層パラメータの概要 評価値 断層パラメータの概要

防潮堤前面

(上昇側)
10.20m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

11.16m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

11.89m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

10.71m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：1km

３号炉

取水口

(上昇側)

8.50m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

9.37m

・アスペリティ位置：de南へ10km

・断層パターン：1

・波源位置：くの字モデル(西へ移動)

・断層面上縁深さ：1km

9.50m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

9.02m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：4km

１，２号炉

取水口

(上昇側)

8.63m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

10.35m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

10.55m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

9.66m

・アスペリティ位置：de南へ20km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

放水口

(上昇側)
9.20m

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

8.72m

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

9.17m

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

8.92m

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：0km

３号炉

取水口

(下降側)

9.11m

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

11.25m

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

10.61m

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

11.22m

・アスペリティ位置：de

・断層パターン：7

・波源位置：矩形モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：3km

「貯留堰を下回

る継続時間」
558s

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

290s

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：矩形モデル(基準)

・断層面上縁深さ：5km

499s

・アスペリティ位置：cf c固定 f南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

255s

・アスペリティ位置：de北へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

「パルスを考慮

しない時間」
558s

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

456s

・アスペリティ位置：cf

・断層パターン：6

・波源位置：矩形モデル(基準)

・断層面上縁深さ：5km

499s

・アスペリティ位置：cf c固定 f南へ10km

・断層パターン：6

・波源位置：くの字モデル(東へ移動)

・断層面上縁深さ：5km

313s

・アスペリティ位置：ce c固定 e南へ30km

・断層パターン：6

・波源位置：矩形モデル(基準)

・断層面上縁深さ：5km
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余白
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健全地形モデル
(北防波堤あり-南防波堤あり)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

最
大
水
位
上
昇
量
分
布

補足資料

○地形モデルの設定において，北防波堤(若しくは南防波堤)の条件を，津波の遡上への影響が大きいと考えられる「あり」・「なし」に設定して
いることから，条件設定(中間的な損傷状態を設定しない)の妥当性を確認する。

○妥当性確認では，日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースのうち防潮堤前面(上昇側)最大ケースについて，各地形モデ
ルにおける最大水位上昇量分布を比較した。

【日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースのうち防潮堤前面(上昇側)最大ケースの最大水位上昇量分布】

○いずれの地形モデルにおいても，敷地南方向から伝播する津波によって，図中に示す隅角部において局所的に水位上昇量が大きくなり，防潮堤前面(上昇側)
の最大地点となる。

○防潮堤前面の水位上昇量が最も大きい地形モデルは，防波堤の損傷を考慮した地形モデル②(北防波堤あり-南防波堤なし)であり，以下の理由から，保守
的な地形モデルの設定になっていると考えられる。
 南防波堤を「なし」条件とすることで，敷地南方向から伝播する津波が港内に流入しやすくなる。
 さらに，北防波堤を「あり」条件とすることで，南から港内に流入した津波が敷地北方向に流出しづらくなり，隅角部付近の水位上昇量が大きくなる。
 防波堤の中間的な損傷状態を考慮すると，敷地南方向からの流入(あるいは敷地北方向への流出)の影響が軽減されると考えられる。

○以上から，北防波堤(若しくは南防波堤)の条件を，「あり」・「なし」と設定する(中間的な損傷状態を設定しない)妥当性を確認した※。
※３号炉取水口(上昇側)，１，２号炉取水口(上昇側)についても，同様の遡上メカニズムであることを確認し，妥当性を確認している。

隅角部 隅角部 隅角部 隅角部

南防波堤：「なし」

港内 港内 港内 港内

防波堤の損傷状態の妥当性確認(1/3) 防潮堤前面(上昇側) 一部修正(R3/12/24審査会合)



211211

健全地形モデル
(北防波堤あり-南防波堤あり)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

最
大
水
位
上
昇
量
分
布

補足資料

防波堤の損傷状態の妥当性確認(2/3) 放水口(上昇側)

【日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースのうち放水口(上昇側)最大ケースの最大水位上昇量分布】

北護岸～放水口 北護岸～放水口 北護岸～放水口 北護岸～放水口

港内 港内 港内 港内

○地形モデルの設定において，北防波堤(若しくは南防波堤)の条件を，津波の遡上への影響が大きいと考えられる「あり」・「なし」に設定して
いることから，条件設定(中間的な損傷状態を設定しない)の妥当性を確認する。

○妥当性確認では，日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースのうち放水口(上昇側)最大ケースについて，各地形モデルに
おける最大水位上昇量分布を比較した。

○いずれの地形モデルにおいても，図中の北護岸～放水口付近の水位上昇量が大きくなる。
○放水口の水位上昇量が最も大きい地形モデルは，健全地形モデル(北防波堤あり-南防波堤あり)であり，以下の理由から， 保守的な地形

モデルの設定になっていると考えている。
 北防波堤を「あり」条件とすることで，津波が放水口付近から港内に流入しづらくなり，放水口における水位上昇量が大きくなる。
 防波堤の中間的な損傷状態を考慮すると，放水口付近から港内への流入阻害の影響が軽減されると考えられる。

○以上から，北防波堤の条件を，「あり」・「なし」と設定する(中間的な損傷状態を設定しない)妥当性を確認した※。
※放水口(上昇側)の評価としては，南防波堤の損傷状態を「あり」とした場合に，最大水位変動量が大きくなる。

一部修正(R3/12/24審査会合)



212212

健全地形モデル
(北防波堤あり-南防波堤あり)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル①
(北防波堤なし-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル②
(北防波堤あり-南防波堤なし)

防波堤の損傷を考慮した地形モデル③
(北防波堤なし-南防波堤あり)

最
大
水
位
下
降
量
分
布

補足資料

防波堤の損傷状態の妥当性確認(3/3) ３号炉取水口(下降側)

【日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースのうち３号炉取水口(下降側)最大ケースの最大水位下降量分布】

港内 港内 港内 港内

○地形モデルの設定において，北防波堤(若しくは南防波堤)の条件を，津波の遡上への影響が大きいと考えられる「あり」・「なし」に設定して
いることから，条件設定(中間的な損傷状態を設定しない)の妥当性を確認する。

○妥当性確認では，日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースのうち３号炉取水口(下降側)最大ケースについて，各地形モ
デルにおける最大水位下降量分布を比較した。

○いずれの地形モデルにおいても，港内の水位下降量が大きくなることに起因して，３号炉取水口における水位下降量が大きくなる。
○３号炉取水口の水位下降量が最も大きい地形モデルは，防波堤の損傷を考慮した地形モデル①(北防波堤なし-南防波堤なし)であり，以

下の理由から， 保守的な地形モデルの設定になっていると考えている。
 北防波堤を「なし」条件とすることで，港内から西方向へ津波が伝播し，３号炉取水口における水位下降量が大きくなる。
 防波堤の中間的な損傷状態を考慮すると，港内から西方向への流出の影響が軽減されると考えられる。

○以上から，北防波堤の条件を，「あり」・「なし」と設定する(中間的な損傷状態を設定しない)妥当性を確認した※。
※３号炉取水口(下降側)の評価としては，南防波堤の損傷状態を「なし」とした場合に，最大水位変動量が大きくなる。

一部修正(R3/12/24審査会合)



213213
補足資料

逆伝播解析結果と日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースとの位置関係(1/5)

○津波の伝播経路上に波源モデル※が配置されていることが確認された。
※日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース(P208参照)のうち，断層パターン6の矩形モ

デル(基準)を用いている。

※断層パターン6，矩形モデル(基準)の波源モデル位置を示している。



214214

逆伝播解析結果と日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースとの位置関係(2/5)

○津波の伝播経路上に波源モデル※が配置されていることが確認された。
※日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース(P208参照)のうち，断層パターン6の矩形モ

デル(東へ移動)を用いている。

補足資料
一部修正(R3/9/3審査会合)

※断層パターン6，矩形モデル(東へ移動)の波源モデル位置を示している。



215215
補足資料

逆伝播解析結果と日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースとの位置関係(3/5)

○津波の伝播経路上に波源モデル※が配置されていることが確認された。
※日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース(P208参照)のうち，断層パターン6のくの字

モデル(東へ移動)を用いている。

一部修正(R3/9/3審査会合)

※断層パターン6，くの字モデル(東へ移動)の波源モデル位置を示している。



216216
補足資料

逆伝播解析結果と日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースとの位置関係(4/5)

○津波の伝播経路上に波源モデル※が配置されていることが確認された。
※日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース(P208参照)のうち，断層パターン7の矩形モ

デル(東へ移動)を用いている。

一部修正(R3/9/3審査会合)

※断層パターン7，矩形モデル(東へ移動)の波源モデル位置を示している。



217217
補足資料

逆伝播解析結果と日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケースとの位置関係(5/5)

○津波の伝播経路上に波源モデル※が配置されていることが確認された。
※日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の最大ケース(P208参照)のうち，断層パターン1のくの字

モデル(西へ移動)を用いている。

※断層パターン1，くの字モデル(西へ移動)の波源モデル位置を示している。


